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2015 年 10 月 21 日 
株式会社日立メディコ 

 
検診車向け医用画像転送サービスを提供開始 

医用画像の保管プロセスを自動化し、作業効率向上と情報漏えいリスクを低減 

 
株式会社日立メディコ（取締役社長：山本 章雄／以下、日立メディコ）は、胃部や胸部のデジタル

X 線撮影システムを搭載した検診車を使用している健診施設向けに、株式会社日立製作所（執行役

社長兼 COO：東原 敏昭／以下、日立）の M2M（*1）システムを利用した「検診車向け医用画像転送

サービス」（以下、本サービス）を、10 月 22 日より日本国内で提供開始します。 
本サービスは、携帯電話のモバイル通信網を活用することで、検診車で撮影したデータ容量の大

きい医用画像を健診施設などへ転送し、保管プロセスを自動化します。これにより、健診施設での医

用画像の保管作業の効率向上に加え、検診車で撮影した医用画像などの情報が漏えいするリスク

を低減できます。 
 

1．背景 

従来、検診車で撮影したデジタルX線画像は、まずDVDやUSBなどの外部メディアに保存し

た後、健診施設でデータの読み込みを行うなどの作業が発生していました。外部メディアを健診施

設に持ち帰るまでに時間を要する上、外部メディアの紛失による情報漏えいリスクがありました。 
近年、あらゆるモノがネットワークにつながる IoT（*2）/M2M の利用が増えており、検診車で撮影

した医用画像を健診施設で効率的に保管するため、ネットワークを利用したデータ転送が求めら

れるようになりました。特に、医用画像はデータ容量が大きく、かつ、重要情報を含んでいるため、

安全に医用画像をクラウドに転送できることが求められていました。 
そこで日立メディコは、日立独自の高速ファイル転送技術「Hitachi WAN（*3） Optimizer」を搭

載したゲートウェイ（*4）を活用し、X 線撮影システムで撮影した医用画像を検診車からクラウドへ自

動で高速転送し、健診施設で即座に利用可能なサービスの提供を開始します。 
 

2．本サービスの主な特長 

(1) 健診施設の業務効率を向上 

本サービスを活用することによって、検診車内でデジタル X 線画像を外部メディアに保存したり、

健診施設で外部メディアを読み込むなどの作業が不要になる上、施設の事務所などの指定先に

撮影した画像を自動で転送できるため、画像保管作業の効率向上が可能となります。また、検診

車で撮影した画像が転送されるため、健診施設ですぐに読影を開始することができ、依頼元であ

る企業や団体へ検診結果を早期に報告できるようになると期待されます。 
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(2) 大容量データを安定的かつセキュアに転送 

検診車で撮影したデジタル X 線画像は、本サービス向けに日立が新規開発した高速ファイル

転送技術「Hitachi WAN Optimizer」搭載のゲートウェイを活用するとともに、ゲートウェイとクラウ

ド間のモバイル通信網には暗号化通信方式である IPsec 通信を採用することで、安定的かつセキ

ュアに日立のクラウドに送信された後、健診施設の事務所などへ転送されます。 

 

(3) 情報漏えいリスクを低減 

本サービスでは、検診車で撮影したデジタルX線画像をクラウドへ転送するため、DVDやUSB
など外部メディアの紛失による医用画像などの情報漏えいリスクが低減できます。また、検診車に

設置したゲートウェイなど通信機器にはデジタル X 線画像を保存しないため、通信機器の紛失に

よる情報漏えいリスクも低減できます。 

 

(4) 既存の検診車にも導入可能で、クラウドサービスは定額 

本サービスは、既存の検診車にも PC およびゲートウェイなどを設置することで導入できます。ま

た、検診車とクラウド間のモバイル通信料を含んだクラウドサービスは定額制としているため、転送

量にかかわらず定額で本サービスをご利用いただけます。 

 

胃部 胸部

インターネット回線

モバイル通信
（暗号化通信）

検診車

WAN Optimizer搭載
ゲートウェイ

健診施設

 
検診車向け医用画像転送サービスの概要 
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*1 M2M(Machine-to-Machine): 機械同士が、人間を通さず、ネットワークを通じて直接情報を交換するシステム。 
*2 IoT(Internet of Things): さまざまなモノに通信機能を持たせ、インターネットを介して情報交換することにより、モノの

識別・監視・制御などを行うこと。 
*3 WAN（Wide Area Network）: 地理的に離れた地点にある機器を通信キャリア網、Internet、専用線で接続しデータ

をやり取りするネットワーク。 
*4 ゲートウェイ：接続した機器から収集したデータ、または接続されたセンサーから収集したデータをサーバに送信する機

能を有した機器。 

 
3．本サービスの価格 

個別見積 
 
4．出展情報 

本サービスは、日立が 10 月 29 日(木)～30 日(金)に、東京国際フォーラムで開催する 
「Hitachi SOCIAL INNOVATION FORUM 2015 -TOKYO-」において、ご覧いただけます。 
展示会 紹介URL http://hsif2015tokyo.hitachi/ 

 
■所有商標に関する表示 

記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
 
■照会先 

株式会社日立メディコ サービスソリューション部 [担当：上川] 
〒101-0021 東京都千代田区外神田四丁目 14 番 1 号秋葉原 UDX18 階 
電話:03-3526-8350 

 
 

以上 

http://hsif2015tokyo.hitachi/


------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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